
第 6回基礎力養成講座
　平成30年 1月 21日、第 6回基礎力養成講座が行われました。メインレクチャーでは静岡大学理学部創造理学コース
准教授Dur Gaël 先生による「すばらしきコペポーダ・ワールド」の講義が行われ、サブレクチャーは静岡大学教育学部
教授澤渡千枝先生による「セルロース科学と社会」です。そして午後からはワークショップを行い、グループに別れて留
学生と大学院生のTeaching Assistant と前回のレクチャーからの課題について英語による討論・発表を行いました。

基礎力養成講座 メインレクチャー「すばらしきコペポーダ・ワールド」メインレクチャー

清水東高等学校　佐藤舞祐さん

　私たちの母なる地球はその表面積の 70％以上を海・湖・川の水域に覆われ、水域がこの惑星で最大の生息地となっている。この水域には、クジラやイルカの
ような大きな哺乳類から膨大な数の微小生物まで、さまざまな形や大きさの生き物が多様な生活様式で暮らす。これらの微小生物はプランクトン（浮遊生物）と
呼ばれ、サイズが小さいものの、地球上の全生物の中で最も重要な位置を占める。プランクトンは、植物プランクトンと動物プランクトンに分けられる。動物プ
ランクトンの 70％以上を占め、水域で最も豊富かつ広範に存在する種のひとつがコペポーダ（ケンミジンコなど曉脚類（カイアシ類）に分類される小型甲殻類
の総称）である。この講義では、この小さな甲殻類コペポーダについての普遍的な特徴やその重要性、それらを研究する方法などを紹介していただいた。

コペポーダとは

Dur Gaël 先生より質問

　Q 　今回紹介したコペポーダや蝶の他に、どの動物が潜在的に土地や水域の良い生
物指標であると思いますか？またその動物はどの基準に当てはまりますか？動物名と
当てはまる基準を提示して下さい。

清水東高等学校　牧野美月さん

清水東高等学校　三浦秀介さん

静岡北高等学校　吉田好希さん

浜松工業高等学校　若尾直史さん

受講生の回答


